
お 出 か け ガ イ ド
行ってみ よ う ! や っ て み よ う ！

イ ベ ン ト ・ 講 座 情 報

　このコーナーでは、市内で開催されるイベントや講座などを紹介します。

　国道 268 号線沿い約２㌔にわたり、地域
住民の趣向を凝らしたイルミネーションが
野尻のまちを彩ります。約 75 万球の美し
くきらめくイルミネーションを、ぜひご覧
ください。●日時：11 月 25 日（日曜）～
１月 12 日（土曜）17 時 30 分～ 23 時 00
分●場所：国道 268 号線沿い●問＝市観光
協会野尻観光案内所（℡ 44‐3004）

野尻町イルミネーション2018
地域住民手作りのイルミネーション

　駅南公園が、噴水に装飾されるメインツ
リーや小林秀峰高校が製作したイルミネー
ションオブジェで埋め尽くされ、小林の夜
をよりいっそう色鮮やかに彩ります。家族
や友人と、ぜひご来場ください。●日時
＝ 11 月 23 日（金・祝）～ 1月 11 日（金）
17 時 30 分～ 21 時●場所＝駅南公園●問
＝商工観光課（℡ 23‐1174）

こばやし冬まつり 2018
小林の冬の風物詩

左上）美容組合による小林ブライダルコレクション右上）各チーム
が披露するさまざまなジャンルの踊り左下）屋台村では姉妹都市石
川県能登町も出店右下）各小学校による子どもみこし

　今年も、こばやし秋まつり 2018 を開催
します。市内外の各団体によるダンス、み
こし、太鼓、総おどりなどを披露。農畜産
まつりも同時開催し、日本一の宮崎牛入り
肉うどんや市内で生産された農畜産物を販
売します。●日時＝ 11 月 23 日（金・祝）
●時間＝ 10 時 45 分～ 17 時（小雨決行、
荒天中止）●場所／国道 221 号線、中心市
街地●問＝まつり小林実行委員会（℡ 24‐
1920）

こばやし秋まつり 2018
ダンスやみこし、太鼓など披露

●日時＝ 11月 11日（日）、15日（木）
19時～●場所＝中央公民館大集会室

秋まつり総おどりに向けた講習会

教育委員会

　

今
、
教
育
現
場
で
働
き
方
改
革

と
並
ん
で
最
優
先
課
題
と
さ
れ
て

い
る
の
が
、〝
新
〟
学
習
指
導
要
領

へ
の
対
応
で
す
。「
学
習
指
導
要
領
」

と
は
、
文
科
省
が
定
め
て
い
る
基

準
で
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等

学
校
ご
と
に
各
教
科
の
目
標
や
内

容
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会

の
変
化
に
よ
り
学
ぶ
べ
き
内
容
も

変
わ
る
た
め
、
約
10
年
に
１
回
の

周
期
で
改
訂
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
昭
和
52
年
の
改
訂
は
、

「
ゆ
と
り
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。
詰
め

込
み
教
育
か
ら
ゆ
と
り
教
育
へ
の

転
機
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
平
成
20

年
の
改
訂
は
、
授
業
時
数
が
30
年

ぶ
り
に
増
加
し
、
脱
ゆ
と
り
教
育

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
今
回
の
改

訂
は
、
子
ど
も
た
ち
に
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
、
Ａエ

ー
ア
イＩ
（
人
工
知
能
）
時

代
に
も
通
用
す
る
資
質
・
能
力
を

身
に
付
け
さ
せ
た
い
、
と
い
う
発

想
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
例
と
し
て
は
、
外
国
語
教
育
。

中
学
生
か
ら
学
ん
で
い
た
「
外
国

語
科
」
が
、
小
学
５
年
か
ら
正
式

な
教
科
に
な
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

５
・
６
年
が
学
ん
で
い
た
「
外
国
語

活
動
」
が
３
・
４
年
に
前
倒
し
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
３
年
生
以

上
の
授
業
時
数
が
増
え
る
こ
と
に
。

中
学
校
の
授
業
時
数
は
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
英
語
の
授
業
は
原
則
英

語
だ
け
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」

が
小
学
校
で
必
修
化
に
。「
今
後

20
年
程
度
で
、
半
数
近
く
の
仕
事

が
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
替
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い
」
と
の
予
測
が

あ
り
、
情
報
や
Ａ
Ｉ
、
最
新
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
で
き
る
能
力

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

さ
ら
に
、
授
業
方
法
に
も
変
化

が
。
全
教
科
で
グ
ル
ー
プ
論
議
、

発
表
や
調
査
な
ど
を
取
り
入
れ
た

授
業
改
善
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
的
な
講
義
形
式
の
授
業
に
対

し
、
思
考
力
や
判
断
力
と
い
っ
た

「
考
え
る
力
」
の
育
成
が
社
会
に
求

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

一
見
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

は
働
き
方
改
革
と
無
縁
に
思
え
ま

す
が
、
授
業
時
間
の
増
加
や
授
業

方
法
の
変
化
は
、
教
員
の
働
き
方

に
直
結
し
ま
す
。
今
回
の
改
訂
は
、

小
学
校
で
２
０
２
０
年
、
中
学
校

で
２
０
２
１
年
に
全
面
実
施
さ
れ
、

現
在
は
、
移
行
期
間
と
し
て
部
分

的
に
実
施
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

教
員
の
多
忙
化
解
消
を
図
り
な
が

ら
、
同
時
に
今
回
の
改
訂
に
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
の
が
、
今
の
実
情
で
す
。

　

教
員
の
業
務
量
を
減
ら
し
、
教

育
の
質
を
高
め
る
に
は
、
外
部
人

材
の
活
用
や
、
地
域
・
関
係
団
体

と
の
連
携
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

が
考
え
ら
れ
ま
す
。「
私
た
ち
の
ま

ち
の
学
校
を
ど
う
し
て
い
く
か
」。

今
、
市
民
一
体
と
な
っ
て
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

教育委員会

■学校教育課 ℡ 23-0424　　■社会教育課 ℡ 22-7912
■スポーツ振興課 ℡ 22-7911

シリーズ

学校 働 改革の 方き
先生が子どもとじっくり向き合うために Vol.4

日本全体で加速する「働き方改革」。義務教育の場、小中学校
でも〝待ったなし〟の変化が求められています。今、教育現場
はどうなっているのか。長時間労働を是正しながら、教育の質
を高めるには何が必要なのか。シリーズを通し考えていきます。

「
詰
め
込
み
」や「
ゆ
と
り
」

時
代
映
す
学
習
指
導
要
領

外
国
語
教
育
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
を
充
実

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で

授
業
や
教
員
の
負
担
は
ど
う
変
わ
る
？

●系統的な学習を重視。道徳の時間を新設。

●「教育内容の現代化」。教育内容も授業
　時数もピーク。

●「ゆとりと充実」。学習負担の適正化
　「詰め込み教育」から「ゆとり教育」へ。

●「新学力観」。「個性をいかす教育」。
　生活科の新設。道徳教育の充実。

●「生きる力」。完全学校週５日制。「総合
　的な学習の時間」新設。

※一部改訂　道徳の特別の教科化

●「学びの地図」。「社会に開かれた教育課
　程」の実現。「主体的・対話的で深い学
　び」導入。小５・６年「外国語科」教科
　化。小３・４年「外国語活動」。プログ
　ラミング教育の充実。

昭和 33 年
（1958）

昭和 43 年
（1968）

昭和 52 年
（1977）

平成元年
（1989）

平成 10 年
（1998）

平成 20 年
（2008）

●「生きる力」の理念継承。「バランス（基
　礎的・基本的な知識・技能の習得、思考
　力・判断力・表現力等の育成）」。
●授業時数の増。小学校外国語活動の導入。
　「脱ゆとり」とも。

平成 27 年
（2015）

平成 29 年
（2017）

改訂 特徴・キーワード

業
務
量
削
減
と
教
育
の
質

向
上
を
市
民
一
体
で
挑
戦
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